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---------------------------------------------------------------------- 
１．特集 
---------------------------------------------------------------------- 
○米国食品安全強化法セミナー概要 
 
2 月 2 日（東京）、2 月 4 日（大阪）に、FSMA の規制当局である米国食品医薬品局 
（FDA）の担当官 7 名を迎え、FSMA に関する説明をするセミナーを実施しました。 
（農林水産省補助金、ジェトロ主催） 
 
セミナーでは、FSMA の主要な規則を網羅するとともに、テーマごとに FDA との 
質疑応答の時間を確保したため、米国向け食品輸出を行っている事業者の 
皆様から積極的にご質問をして頂けたと考えております。 
 
概要については、3 月末をめどにジェトロホームページに掲載する予定です。 
 



今後も、農林水産省では、厚生労働省・ジェトロとともに、FDA 担当官との 
連絡を密にし、日本食を代表する品目と FSMA 規則との関係などを明らかに 
していきたいと考えております。得られた情報は逐次、本メールマガジン 
及び農林水産省 HP に掲載していきます。 
 
 
○参考 米国 FDA 公式ブログに、日本訪問に関する記事が掲載されています。 
（外部リンク） 
http://blogs.fda.gov/fdavoice/index.php/2016/02/a-closer-look-at-tea-and-rice-fda-brings-f
sma-outreach-to-japan/ 
 
 
 
---------------------------------------------------------------------- 
２．研修会・セミナーの御案内 
---------------------------------------------------------------------- 
 
■ HACCP 等の導入促進に関する研修会等（農林水産省食料産業局企画課） 
 
FSMA への対応に当たって参考となる支援策の一つとして、HACCP の導入促進等 
に関する研修等を行っています。 
開催日時・会場、申し込み方法等は下記のページをご覧下さい。 
 
http://mailmag.maff.go.jp/c?c=13716&m=90861&v=023b47e8 
 
 
■  FSMA 入門セミナー（ジェトロ） 
 
○2015 年度分はすべて開催済み 
 
 
■ PCQI コース（ペリージョンソン ホールディング(株)）  
 
○現在募集中  
 
【PCQI コース（3 日間）】FDA 承認カリキュラムによる日本語コース  



  日時：2016 年 4 月 12 日（火）～4 月 14 日（木）9 時～17 時（最終日は～14 時）  
  場所：JAM 金属労働会館（東京都渋谷区） 
※札幌、長岡、大阪、福岡会場もお申込み受付中です  
※詳細は次のページをご覧ください（外部リンク）  
http://www.pjcinc.jp/iso_training/others.php#3Dh 
 
 
■ 2016 年度の各予定は、計画が定まり次第、順次お知らせして参ります。 
 
他に FSMA に関するセミナー情報があれば、本メルマガで記載したいと考えて 
おります。関連情報がありましたら、以下までぜひお寄せ下さい。 
 
  メール宛先    
   nousui-fsma@maff.go.jp  
 
 
---------------------------------------------------------------------- 
３．その他の情報 
---------------------------------------------------------------------- 
 
■ジェトロのホームページのご紹介 
 
○概要 
 
・FSMA の詳細な情報については、下記のジェトロのホームページにてご覧に 
 なることができます。 
 
 ジェトロ「食品安全強化法（FSMA）に関する情報」（外部リンク） 
 http://mailmag.maff.go.jp/c?c=13719&m=90861&v=e06028f7 
 
 
○更新情報 
 
ジェトロでは以下の資料を作成しました。ぜひご利用ください。 
 
農産物安全基準についての最終規則（仮訳、外部リンク） 



https://www.jetro.go.jp/ext_images/world/n_america/us/foods/pdf/fsma_105rule.pdf 
 
外国供給業者検証プログラムについての最終規則（仮訳、外部リンク） 
https://www.jetro.go.jp/ext_images/world/n_america/us/foods/pdf/fsma_301rule.pdf 
 
認証第三者監査制度についての最終規則（仮訳、外部リンク） 
https://www.jetro.go.jp/ext_images/world/n_america/us/foods/pdf/fsma_307rule.pdf 
 
 
 
■FDA による食品供給施設査察の対応マニュアルのご紹介（再掲） 
 
○概要 
 
・ジェトロでは、FDA による食品供給施設への査察の流れや指摘事項について 
 情報収集し、査察を受検する際の参考としてガイドブックをまとめています。 
 
 
 ジェトロ「米国食品医薬品局（FDA）による日本の食品供給施設査察 
 ガイドブック（2014 年 10 月）」（外部リンク）  
 

https://www.jetro.go.jp/ext_images/jfile/report/07001873/FDAinspection_guide_rev2.pdf 
   
 
 
---------------------------------------------------------------------- 
４．最近の米国情報 
---------------------------------------------------------------------- 
  
 このコーナーでは、各種のニュースや記事で掲載された米国 FSMA に関連する 
 情報を抜粋・要約してご紹介します。 
 今号では、FDA の動き、米国の事業者の反応、米国 FSMA 類似の規制としての 
 中国の食品安全法について、記事を抜粋する形でご紹介します。 
  注：今号の記事の抽出の期間は、12 月 26 日～1 月 25 日としています。 
    このため、記事掲載時からの時間経過により、予定や状況が 
    変更になっている場合がありますので、ご留意ください。 



 
■FDA の動き 
 
・FSMA では、農業生産者に対して、使用する水の 20 種類の微生物試験を 
  2～4 年間義務付けている。しかし、ワシントン州ヤキマの北西園芸協会の 
 副会長 Kate Woods によれば、テストは水源の 1 か所で行えばよいのか、 
  複数個所で行う必要があるのかについては、FDA も確実な回答を持って 
  いないということである。また、ワシントン州果樹調査協会の研究者 
  Ines Hanrahan によると、生産者の多くは Global GAP に準拠した生産を 
  行っており、FSMA 規程のうち 80～90％は網羅できていると考えられている。 
 （2016 年 1 月 25 日 "Capital Press"） 
 
 
 
■米国事業者の反応 
 
・Food Marketing Institute の副社長 Hilary Thesmar は、WHO が食品媒介疾患 
 の危険性について、全世界の 5 歳未満の子供が毎年 12 万人以上、同疾患で 
 命を落とすという報告書を出したことに触れ、FSMA は今後数年かけて食品 
 安全のレベルを高めるための「真に唯一の方法」と述べた。一方で同副社長 
 は、FSMA によって食品安全レベルを高めるために、食品小売・卸業界のうち、 
 とくにセントラルキッチンや物流センター、物流網を持っている、あるいは 
 輸入食品を扱っている事業者はとくに注意深くならねばならない、と指摘 
 した。 
 （2016 年 1 月 20 日 "Retail Leader"） 
 
・食品小売事業者に対しては、商品の取り扱いを誤り、食品媒介疾患が出て 
 しまった際には、食品事業者としての評判は完全に失墜してしまうことに 
 なる、として、製造事業者でなかったとしても、FSMA のルールを順守する 
 ことの大切さを業界紙が呼びかけている。 
 （2016 年 1 月 15 日 "Supermarket News"） 
 
・3 月 29～30 日、EAS Consulting Group は、FSMA の集中的教育プログラムを 
 実施する。これは、FSMA に関する専門用語や、新たに準拠すべき点など 
 について網羅された内容であり、関心ある事業者・個人は誰でも申し込み 
 可能となっている。 



 （2016 年 1 月 20 日 "PR Newswire"） 
  
 
■参考＞他国での動き ～中国の事例 
 
・中国の食品安全法に関連して、食品薬品監督管理局は、乳幼児用フォー 
 ミュラ（母乳の成分を含むよう調合されたミルク）を 3 つのブランドに 
 制限し、3 つとも同管理局への登録を義務づけた。 
 （2015 年 12 月 29 日 "South China Morning Post"） 
 
・中国の食品安全法の下で使用を禁止された、ケシその他の食品を使用して 
 いたとして、上海で 5 軒、全国では 25 のレストランが摘発された。 
 （2016 年 1 月 22 日 "Shanghai Daily"、"China Daily"、"Xinhua News  
  Agency"） 
 
 
 
--------------------------------------------------------------------- 
５．Ｑ＆Ａコーナー 
---------------------------------------------------------------------- 
 
 引き続き事業者の皆様の FSMA にかかるお悩みや疑問を募集し、多くの方々 
 からいただいた質問に関しては、FAQ として整理の上、回答を掲載したいと 
 考えております。 
 つきましては、FSMA の内容や運用に関してお悩みや疑問のある方は、 
 下記フォーマットを用い、下記メール宛先までお寄せください。 
 
 質問用紙（「お悩み投書箱」） 
  http://www.maff.go.jp/j/shokusan/export/e_fsma_mailmaga/index.html 
  
 メール宛先    
  nousui-fsma@maff.go.jp  
 
 紙面等の関係上、ご質問すべてに個別にはお答えできないこと、予めご了承 
 下さい。なお、メルマガにおいて質問及び回答を記載する際には、地域、 
 業態、製品群等のみの概要に留め、詳細な個別企業に関する情報は 



 公開いたしません。 
  
 
---------------------------------------------------------------------- 
 発 行 
---------------------------------------------------------------------- 
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---------------------------------------------------------------------- 
 
 お知り合いに「農林水産省 FSMA メールマガジン」をぜひご紹介下さい。 
 
 当メールマガジン及びバックナンバーは、以下の輸出促進対策ホームページ 
 に掲載しております。 
  http://mailmag.maff.go.jp/c?c=14314&m=90861&v=f715f9a3 
   
 当メールマガジンの配信登録、配信変更及び配信解除等は、以下のホーム 
 ページから手続することができます。 
  http://mailmag.maff.go.jp/c?c=14315&m=90861&v=529e69ad 


